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☆「国盗人」のあらすじ   

戦国時代の日本。 

覇権をめぐった戦の最中。 

 

現在の王位は白薔薇家。 

君主は長男の一郎で、彼のもとには二人の弟がいた。 

次男の善二郎と、三男の悪三郎。 

悪三郎は生まれつき醜い顔と、曲がった背中をもち、世の中を憎んでいた。 

そのため、自らの心を満たすためにいつしか王冠をねうようになっていた。 

 

早速その野心に向けて動き出す悪三郎。 

猜疑心の強い一郎をだまして善二郎を殺させ、敵である赤薔薇家の杏（あん）を妻にする。 

そして一郎が病死すると、悪三郎の暴走はさらにエスカレートする。 

一郎の腹心の部下を処刑し、王位継承権をもつ王子（一郎の息子）を幽閉する。 

そして見事、王位につく。 

 

さらに幽閉した王子を殺すよう、右腕である久秀に命じるが、彼はそれを断る。 

上記のような数々の謀略の片棒を担いできた久秀だったが、あまりにも人道に悖るその策略に嫌気が差していたのだ。 

そこで悪三郎はみずから王子や杏を殺害する。 

それら数々の非道の噂をききつけた、赤薔薇家の系統出身の青年・理智門（りちもん）が悪三郎のもとを攻める。 

悪三郎は戦死。 

戦は終わりを告げ、理智門は新たな君主として即位する。 

☆「リチャード三世」→「国盗人」 

【主な配役】 

p リチャード三世妃アン→［杏］  

p エドワード四世妃エリザベス→［王妃］  

p ヘンリー六世妃マーガレット→［政子］  

p  ヨーク公未亡人＝リチャード達兄弟の母→［皇太后]・・・白石加代子 一人四役 

p クラレンス公ジョージ→［善二郎］  

スタンリー卿→［右大臣］ 、 リッチモンド伯ヘンリー→［理智門］・・・今井朋彦  

p バッキンガム公→［久秀］・・・石田幸雄 

p ヘイスティングズ卿→［左大臣］・・・大森博史 

p エドワード四世→［一郎］ ＆ 市長・・・山野史人 

■演出特徴 



囃子や笛など能狂言の音楽から効果音を縦横に取り入れ、台詞回しも狂言的な技法を使ってメリハリ  

朽ち果てた能舞台→「諸行無常」      

 鎌倉時代の禅宗文化においては「世の中のものはすべて儚い」という無常観がその中核をなす 

悪三郎≒リチャードの行ってきたことも当時は血で血を洗う大政変だったのかもしれない。蝉時雨が響くひと夏の景色

の中では儚い記憶に過ぎない  

夏草やつはものどもが 夢のあと。 

人の道に外れた悲劇も、権力への野望も、すべては淡い記憶の中にまどろむという儚さ  

→翻案の河合氏は翻案の当初、源平合戦≒バラ戦争とする演出を考えたと後々のインタビューで語っている 

 

照明や舞台設定など随所に伝統芸術の手法を取り入れて劇全体を豊かにしていてシェイクスピア劇に奥行きを加えた 

白石加代子 

p 一人四役を演出。 しかし白石加代子の個性が強すぎるため、統一する必要があったのかは疑問。  

p 女を乗り越え国を手に入れるリチャードの誇張か？  

白いパラソルを持って白い優雅な衣装で白石加代子が登場してくる、舞台中央で能面を拾い上げて、「夏草や、つ

わものどもが夢の跡・・・」とつぶやくと舞台の幕があがり、最後にも、同じ姿で舞台に登場して、同じ台詞で、

能面を舞台に戻す  

能面と影武者が芸に彩を添えている  

ダジャレや笑いを場面の各所にちりばめて、シェイクスピア劇要素を取り込む 

・一人四役を演じること 

ベースとなる黒いワンピースの上に、それぞれ特徴的な衣装を羽織って同時期に存在する４人の女を演じ分けている≒

リチャードが野望を叶えるときには、いつも「女」と対峙しなければならなかった「共に、幸せな夢を見よう」 「夢」

と「呪い」→「つわものどもが夢のあと・・・」リチャードと「女」を誇張 

・影法師 

悪三郎の「影」を表す、黒子のような存在、「影法師」という役名を与えられていた。「影法師」は、悪三郎の手にかか

った者たちに「死」を与える役割を担っている。彼は黒っぽい装束と面をつけて要所要所に現れ、舞台後方で軽やかに

ねばっこく動き回る。死が近づく者のところへ忍び寄り白い能面を顔にかぶせる。能面＝「死顔」。 

影法師は、強いスポットを浴びる悪三郎の背後の床に伸びて、そのまま悪三郎の動きを追って「影」を演じることもあ

った。 

リチャード三世でおそらく最も有名な台詞 A horse, a horse, my kingdom for a horse 

                  馬だ、馬をくれ！馬と引き換えに王国をくれてやる！ 

「国盗人」では影法師が、正面を向いた悪三郎の前で屈んで立ち、疾走する馬を演じた。 

そこで馬が討たれ、「馬をくれ！」のセリフが成立している。 

最後、舞台の中央に倒れた悪三郎が白い面をつけられてた。つまり「死」という「夢」はいつでも付きまとい最後は「悪」

をも飲み込む「呪い」に代わり、最後の「つわものどもが夢のあと・・・」とつながっていくのだと解釈できる 

 


